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広報メッセージ

元気な長崎県をつくる

－ １ －



元気な長崎県をつくるためには

－ ２ －

県

県民と協働による
よりよい行政運営を実現

県民からの信頼が
得られる

県民

県の政策への理解を深める必要がある

県民の県政参画への
意識が向上する

元気な長崎県

広報戦略

２Ｗ１Ｈ（誰に・何を・どう
やって）による情報発信



現状と課題

－ ３ －

現 状 → 課 題 戦略

県民の県政への関心が低く、身近に感じてい
ない

→ 県民が必要とする情報の発信と、県の事業へ
の理解度の向上

１

全国的に（特に首都圏、関西圏での）長崎県
の知名度は高いが認知度が低い

→ 県外パブリシティ活動を通じた、首都圏などの
マスコミへの細かな情報提供

２

海外における長崎県の観光地や県産品など
の認知度が低い

→ 海外における実効性の高い情報発信の展開 ３

市町、民間企業等との連携が十分ではない
ため、効率的な情報発信がなされていない

→ 情報発信強化のための市町、民間企業等との
連携強化

４

情報が一元管理されておらず効果的な広報
となっていない

→ 情報発信力及び情報収集力の強化 ５

県職員一人ひとりの事業に対する説明責任

（アカウンタビリティ）の自覚や実行が十分と
は言えない

→
県職員の広報に対する認識の向上

６

広報活動のアンケートにより県民の意見は集
約しているものの、検証等が十分ではない

→ 県民の声の十分な分析と、広報媒体への的確
な反映

７



戦略１

広報戦略 ≪広報セブン≫

広報媒体の特性を活かし、ターゲットに即した情報発信を行います

１．広報の方針
○「県が伝えたいこと」、「県民が知りたいこと」を柱として、これらが確実に「伝わる」ことを意識

しながら、情報の重要度とターゲットを検証し、選択と集中による、効果的、効率的な広報を
めざします。≪Ｐ１４～１５参照≫

２．メディアミックス
○特定の広報テーマを複数の媒体で発信するメディアミックス広報や、広報誌、テレビ、インタ

ーネットなどで相互ＰＲを実施するクロスメディア広報による発信力の強化をめざします。

３．紙媒体（広報誌等）
○インターネットと連動させることにより、幅広い世代にも読まれる広報誌等をめざします。

実施中広報課

広報課 各課

広報課 実施中

－ 4 －

実施中

各課



４．電波媒体（テレビ・ラジオ）
○県民に支持される番組づくりをめざします。

５．インターネット
○ウェブ、インターネット放送局、ＳＮＳ、スマートフォンアプリなどを積極的に活用した広報に

努めます。また、日々変化するネット環境を把握し、必要に応じ新しい手法の導入を検討し
ます。

６．県政出前講座
○県の事業や施策等について、県民の要望に応じて、直接県職員が出向き、事業の内容や

必要性などわかりやすく説明し、県民等とのタイアップによる「県民主役の県政」をめざします。

７．県庁舎による情報発信
○「広く県民に開かれ、県民が気軽に訪れて利用できる庁舎」を目指すため、情報発信

ゾーン等を活用し、県政情報や県産品、観光等を通じ来庁者に対し県の魅力を幅広く
発信していきます。

広報課

－ ５ －

実施中広報課

実施中

広報課 各課 実施中県民センター

広報課 実施中各課

各課

各課



戦略２ パブリシティを利用し、県内外に向けた情報発信を強化します

１．県内パブリシティ

○知事の定例記者会見のほか、庁内各課による記者発表などの場を増やすことで、情報発
信の場を有効に活用します。

○県内マスメディアと協働することにより情報発信を強化します。

○タウン誌（フリーペーパー等）、ケーブルテレビへの情報提供を強化します。

２．県外パブリシティ
○民間ＰＲ会社を活用し県外（首都圏、関西圏、福岡圏）のメディアへの情報提供を強化し

ます。福岡圏においては、特に本県からの流出転入が多い福岡圏への情報発信を強化
します。

広報課

広報課 関係課

実施中

実施中

－ ６ －

広報課 実施中

実施中

関係課

広報課 関係課



○東京事務所、大阪事務所との連携を密にし、両事務所を現地における情報提供の窓口と
位置づけます。

○市町と連携した、県外メディアへの情報発信を強化します。【戦略４再掲】

３．トップセールス
○知事の情報発信力を活用した長崎県のトップセールスを実施します。

４．首都圏アンテナショップ「日本橋 長崎館」によるＰＲ【再掲】
○首都圏における情報発信の拠点である「日本橋 長崎館」を活用し、長崎県の魅力や、観

光、物産情報を発信します。

５．長崎がんばらんば隊による県政ＰＲ
○「がんばくん」「らんばちゃん」が隊長、副隊長として活動している「長崎がんばらんば隊」の

協力のもと、県政イベントへ積極的に参加し、地域の活性化を図り、元気な長崎県づくりを
目指します。

６．長崎ファンの獲得に向けた情報発信
○関係人口の創出・拡大につなげるため、動画等を活用したプロモーションを展開し、県外

への長崎県の情報発信を実施します。

広報課 関係課 実施中

－ ７ －

広報課 実施中各課

広報課 関係課 実施中

関係課広報課 実施中

広報課 各課 実施中

広報課 関係課 実施中



戦略３ 海外における実効性の高い情報発信の展開

１．目的に応じた情報発信の強化
○ 本県の認知度向上、人脈構築に向け、ＳＮＳの活用、現地交流イベント・見本市等へのブース

出展、現地メディアや企業とのタイアップにより、歴史・文化や観光地、県産品など、本県の魅
力を海外に広く情報発信します。
主な対象国：中国、韓国、東南アジア（ベトナム、タイ）

〇外国人観光客誘致に向けては、各市場の特性に応じたメディアを活用し、訪問意欲を喚起す
る効果的な情報発信を実施します。

〇 県産品輸出促進に向けては、県産品の認知度向上及び販路拡大を図るため、長崎フェアの
開催、展示会への出展等を行うとともに、現地メディア、ＳＮＳ、海外事務所HP等を活用し、県
産品をはじめとした長崎県の魅力を広く情報発信します。
主な対象国：中国、韓国、香港、東南アジア（シンガポール、タイ）

2．海外向け情報発信
○海外のマスコミに長崎を売り込み、記事として掲載いただくよう努めます。

○上海事務所、ソウル事務所との連携を密にし、両事務所を現地における情報提供の窓口と
として、在外公館、自治体国際化協会、各地県人会、海外進出民間企業などの協力のもと、

観光パンフレットを設置するなど、広く長崎県をＰＲしていただけるよう働きかけます。

広報課 関係課 実施中

広報課 国際課 実施中
－ ８ －

国際課 実施中関係課国際観光振興室

国際観光振興室 実施中関係課

物産ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ推進課 実施中関係課



戦略４ 市町等と連携した情報発信を行います

１．市町との連携
○各市町の広報担当課や県外事務所、各市町が運営するアンテナショップ等と連携した

広報を実施します。

○市町と連携した県外メディアへの情報発信を強化します。【再掲】

２．民間企業等との連携
○コンビニエンスストアなどと連携して、各店舗にポスターやパンフレットなどの設置の拡充を

図ります。

○県産食材などを活用したフェアの開催による県産品のＰＲを実施します。

○民間企業の情報発信媒体を活用した情報発信の強化を図ります（ながさきイーブックス等）。

３．ＮＰＯ法人や地域づくり団体等との連携
○ＮＰＯ法人や地域づくり団体等の協力を得て、機関紙、Ｗｅｂ等での県のＰＲを依頼します。

４．長崎がんばらんば隊による県政ＰＲ【再掲】
○「がんばくん」「らんばちゃん」が隊長、副隊長として活動している「長崎がんばらんば隊」の
協力のもと、県政イベントへ積極的に参加し、地域の活性化を図り、元気な長崎県づくりを
目指します。

広報課 各課

広報課 各課

広報課

実施中

実施中

－ ９ －

実施中

広報課 各課 実施中

関係課

各課 実施中

広報課 実施中各課

広報課 各課 実施中



戦略５ 情報をデータベース化し、一元管理します

１．情報の一元管理化
○情報を一元管理するため、現在の「お知らせ情報申請システム」を活用し、情報の共有化を

図ります。

２．広報課職員の部局担当制
○一元化された情報について、広報課職員の「部局担当制」を設け、各課の広報事務担当者

（総括課長補佐等）と連携しながら、適切な情報発信に努めます。

実施中広報課 各課

実施中広報課

－ １０ －



１．広報マインドの醸成

○全職員向けの広報についての心構え「広報 Ｍ －ＡＣＴＩＯＮ」を記載したカード等を、机等へ掲
示し、広報マインドを高めます。

○各課に広報事務担当者を配置（総括課長補佐等）し、積極的な広報の意識向上に資する「広
報ハンドブック」を作成し周知することで、主体的な情報発信を促します。

○職員及び管理職を対象とした広報研修等を実施します。

○テレビ・ラジオの広報媒体に職員を積極的に出演させるなど、広報の実践を行います。

○県の主要事業等を職員に向け周知し、職員の主要事業に対する理解度を高めます。

広報課

各課

新行政推進室

実施中

実施中

関係課広報課 R２.4～

実施中

広報課

戦略６ 県職員の意識改革を念頭に広報マインドの醸成に努めます

－ １１ －

広報課 各課 実施中

各課



２．年間広報計画の策定

○各部局の施策・事業・行事を把握する「広報事項調べ」により年間広報計画を策定します。ま
た、策定した年間広報計画に基づき、広報課と各課、各課同士が連携（広報課でコーディネー
トを実施）して県が持つ広報媒体を有効活用します。

○事業内容をわかりやすく発信することに努め、県民の皆さまに事業をご理解いただき、共に事
業を展開します。また、年間広報計画を通じ、職員が、「一人ひとりが広報マン」、「広報活動も
事業の一環」という意識を常に持つようにします。

３．会議を通じた広報戦略の周知

○広報広聴連絡会議や主管課長会議等を活用し、広報戦略の考え方や年間広報計画を共有
し、庁内の広報マインドの向上を促します。

４．危機管理広報

○大規模災害等県民の生活や健康に重大な影響を及ぼす有事の際には、マスコミとの連携を
図った危機管理広報に努めます。

広報課 各課 実施中

各課 実施中

実施中関係課広報課

広報課 実施中

－ １２ －



－ １３ －

戦略７ 県民のより細かな情報ニーズの把握に努め、その声を広報に反映させます

１．アンケート調査
○長崎県の広報活動に関するアンケート調査を行い、その認知度や県民の満足度など

を検証し、今後の広報についての見直しや改善に反映させます。

○民間企業が実施する調査を検証し、県外の広報活動に反映させます。

○全世帯広報誌等においてアンケートを実施し、今後の誌面づくりに役立てます。

２．広報外部評価委員会
○県が行う広報活動について、第三者（有識者）による評価と助言等に基づき、より効果

的、効率的な広報を実施します。

３．県民との意見交換会
○学生等との意見交換会を開催し、県民目線に立った親しみやすい広報をめざします。

広報課

広報課

実施中

実施中

広報課 実施中

広報課 実施中

広報課 実施中



今後の広報方針

－ １４ －

最優先重要施策
一般施策・お知らせ等

若 者

高齢者

中高年

全世帯
広報誌
全世帯
広報誌

お知らせ
新聞

お知らせ
新聞

ウェブウェブ

SNSSNS

テレビテレビ

お知らせ
ラジオ
お知らせ
ラジオ

政策ラジオ政策ラジオ

クロスメディア広報

テレビ・ラジオ

インターネット

全世帯広報誌

SNS

新聞

年間計画

重
要
施
策
１

重
要
施
策
２

重
要
施
策
12

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・



お知らせ・イベント

○ターゲット：内容によりターゲットを絞る

○媒体
・全世帯広報誌「情報ひろば」
・ラジオ「県庁タイムス」
・新聞「県からのお知らせ」

○お知らせの内容により、どの媒体で発信するの
が効果的か戦略的に選択する。

○ターゲット：全県民
○媒体

全世帯広報誌「特集」

・広報テレビ番組「みジカなナガサキ」
・新聞紙面購入
・ウェブサイト
・ＳＮＳ
・ＦＭラジオ「Saturday Chat Box」

○年間広報計画に基づき、全世帯広報誌
「特集」を決定し、上記媒体と

連動した クロスメディア広報の手法
で集中を図り、県民への情報の到達度
を上げる。

最優先重要施策
一般施策、参加者が多く見込めるイベント 等

○ターゲット：内容によりターゲットを
絞る

○媒体
・左記媒体を戦略に則り選択
・パブリシティの活用

○事業の内容によりどの媒体で発信する
のが効果的か戦略的に選択する。

－ １５ －

海外向け情報発信

○ターゲット：中国（香港含む）、韓国、
東南アジア、欧州、米国

○媒体：各国（地域）に即した媒体を選択

○的確な媒体・手法等による情報発信を行い、
本県の認知度向上、並びに経済的実利の
創出・拡大を図る。



広報戦略 ～イメージ図～

フィード
バック

－ １６ －

市町等との連携

グローバル化
情報発信ﾂｰﾙの多様化

県民意識の向上
交流人口の多様化
インバウンドの進展

グローバル化
情報発信ﾂｰﾙの多様化

県民意識の向上
交流人口の多様化
インバウンドの進展

長崎県が元気に
なる

首都圏・関西圏・福岡圏

海外
広報

国内広報 県内
広報

広報戦略に基づいた
情報発信

県民
国民

情報のデータベース

政策

県内情報

事業（県・市町）

新
幹
線

観
光
・
イ
ベ

ン
ト
・
物
産

歴
史
・
自

然
・
環
境

生
活
情
報

そ
の
他
情
報

☆メディアミックス
TV・新聞・雑誌・ウェブ・口
コミ等のメディアの複合的有
効活用

☆県外パブリシティの強化
（福岡圏の強化も含む）

☆情報の一元管理
情報発信力に加えて情報収集
力（自動的に集まるシステ
ム）の強化

☆鮮度の高いﾀｲﾑﾘｰな情報収集

長崎県の情報を知りたい人、知ってもらいたい人にきちんと届ける長崎県の情報を知りたい人、知ってもらいたい人にきちんと届ける

中国、韓国、東南ア
ジア、欧州、米国

海外向け情報



PDCAで進化する広報戦略

Ｐｌａｎ

Ｄｏ

Ｃｈｅｃｋ

Ａｃｔｉｏｎ

広報戦略をたてる

広報戦略を実行する

広報戦略を検証する

広報戦略を見直す

進化する広報戦略
－ １７ －

☆広報課

☆全庁的な取り組み

☆外部評価委員会
☆県民へのアンケート

☆広報課



広報 Ｍ －ＡＣＴＩＯＮ

１．説明責任（アカウンタビリティ）を念頭に置き

A ccountability（説明責任）

２. 伝えたいこと（誰に・何を・どうやって）をハッキリと

C learly（ハッキリ）

３．広報ターゲットを明確にし

T arget（ターゲット）

４．相手の立場に立って

P O sition（立場）

５．正確に情報発信しよう

I   N formation （情報）

～広報マインドを実行する～

★広報マインド

職員一人ひとりが
広報広聴担当という
意識を持つこと

－ １８ －


